
 皆さん、こんにちは。雫石においでいだたいて本

当にありがとうございます。懐かしい方々にもお会

いできてすごく嬉しく思っています。今日お話させ

ていただきますのは「マテリアルの変遷は技術、指

導を変えたのか」ということです。 

 

私のバックボーン 

本題に入る前に、少し私のバックボーンについて

話しておきたいと思います。私は、此処盛岡に生ま

れました。小学校までおりまして、その後中学、高

校と東京で過ごしました。18歳のときに学園紛争な

ど問題がありまして、オーストリアに渡りました。

オーストリアで大検(マトゥーラ)を取得して、イン

スブルクの大学に入学しました。そこで本格的にス

キーに出会いました。その頃の友達が、皆さんご存

知のスキー界では有名かと思うのですが、ザルツブ

ルク大学のミューラー教授です。僕の半年後輩にな

ります。それからインスブルック大学のナッハバウ

アー教授は僕の後輩で、一緒にスキーをした仲です。

ちょうど僕らの時代は、インスブルック大学でスキ

ー大好き人間がいっぱい集まった時で、皆がスキー

のことばかりいつも考えていました。 

 また、サンクリストフの国立スキー学校にはクル

ッケンハウザー教授、ホピヒラー教授、僕はそのち

ょうど間だったのですが、クルッケンハウザー教授

が引退する時に、オーストリアの国家検定スキー教

師を取るところでした。ちょうど 20歳でした。それ

からその後に、引き継いだのが、ビヨンドレ教授で

す。彼とは大学同期の親友で、今でも頻繁に繋がり

があるのですが、オーストリアナショナルチームの

総監督をし、アルペンチームの黄金時代を築きまし

た。そういう仲間とずっと不思議とお付き合いがあ

りまして、スキースポーツの魅力にはまってしまい

ました。たかがスキー、されどスキーということで

歩んできております。 

 そして今から 32年前になるのですが、雫石にスキ

ースクールを開校して、以来スキー教師をずっとや

って現場でレッスンしています。また、２年程前ま

ではスキー連盟のほうで、仕事をさせていただきま

した。2006年までは、競技本部長をしていましたが、

その 4年間は非常に勉強になりました。これまでオ

ーストリアの大学で学んだコーチマネジメントが日

本のスキーの現場にうまく当てはまっていたかどう

かはわからないのですが、皆川健太郎君、佐々木明

君、湯浅直樹君ら 3人が活躍してくれました。アル

ペンスキーの黄金時代が築けたかなと自負しており

ます。日本の選手もやれば出来るのだ、うまくマネ

ジメントをしていけば、日本の選手も世界のアルペ

ンスキーヤーと対等に戦うチームができるという感

触があります。 

 長野オリンピック、その前は盛岡・雫石で、アル

ペンスキーの世界選手権が開催されましたが、スポ

ーツディレクターとして世界大会のオーガナイズを

しておりました。その時の夢はとにかく世界のレー

サーを日本に呼んで、最高の舞台を、彼らの戦う舞

台を作ってやろうと思っていました。それは雪の良

いバーンを作るだけでなく、いろんなスポンサー、

テレビ、メディア、宿泊輸送、チケットなど全ての
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オーガナイズをしました。それは、すごくいい体験

だったと思います。今は、そのようなことからリタ

イヤして、自分のスキービジネスを中心にしており

ます。 

 

今のスキーに対する一つの懸念 

 今僕は、日本のスキーの方向性を非常に懸念して

いまして、それでこのテーマを選びました。その理

由の一つは、今の傾向は「カービングスキーになっ

たから、テクニックはこうだ」とか、「カービングス

キーの特徴はこうだから、新しいテクニックはこう

だ」となっています。これは何かスキーというスポ

ーツの本質的なものを忘れてしまっているのではな

いかという危惧を抱くのです。 

 実際に、ここ 2年ほどスキーの現場を見ていると、

若い人たちのスキーが何か違う。僕から見るとかっ

こよくないし、なんかおかしなスキーをしている。

そのような滑りをする人たちが、コブに行ったり、

新雪に行ったり、急斜面に行ったときに、みんなバ

タバタ転倒する。滑り降りてゆけないのです。僕た

ちスキーヤーは、自然の状況を滑って降りてゆくの

ですが、その滑る力をどうやって得るのか。雪と友

達になりながらその力を借りなきゃいけないのに、

雪と喧嘩してしまう。雪を切り刻んでしまうのです。 

 僕は、カービングスキーが出た頃から、このこと

を指摘していたのですが、「いやあもう村里さん年だ

よ、古いんだよ。昔のテクニックではねぇ」と言わ

れました。確かにそうかもしれません。けれども、

スキーの基本ができずに新しいものは無いのでない

でしょうか。 

 僕は、オーストリア、スイス、イタリア等と海外

の現場に出ることが多いです。ずっとヨーロッパの

スキー場で滑りを見ているのですが、僕がすごくう

れしく思うのは、30年前一緒にスキーをやった連中

も未だにいますが、その国のスキーヤー，スキー教

師は 30年 40年変わっていないのです。例えば、オ

ーストリアの外向傾フォーム、イタリアの肩を先行

させるアンティシペーション、体軸を長く使ったエ

レガントなスキー、これらはオーストリアの味、イ

タリアの味です。30年以上全然変わってない。その

変わらない良さ。それは「基本」なのです。 

 

スキー指導の基本－蔵王の体験－ 

 スキー運動の基本とはなんだろう。僕はこのお話

を受けた時に、これだけは話したかった。スキーの

基本について、「子どもたちはこうだ、いや、中高年

はこうだ」というのは、疑問があります。基本とは、

誰にとっても基本であり同じと思います。雫石で先

月スピード系のジュニア選手権がありました。子ど

もが「外足踏んでけ、外足踏んでけ」と言われてい

るかと思うと、一方で、「内、内足に乗れっ」と子ど

もが言われている。子どももコーチもみんな混乱し

ている。このような混乱の元にあるものをシンプル

に考えていくべきと思います。 

では、どのような観点から考えるかというと、僕

の理念としていることは、一つは安全性です。安心

してスキーができることです。もう一つは快適性で

す。楽しく、羽ばたくように滑っていく。せっかく

自然の中にいるわけだから。快適に滑っていく。笑

顔です。検定会、研修会、みんな眉間にしわ。「もっ

と笑顔で、笑顔で」と言いたい。それと、もう一つ

は操作性の問題です。この３つのところから技術と

指導について話したいと思います。僕は今の技術、

指導の根底は、安全性、快適性と操作性のこの３つ

をベースにいつも話しています。 

それからスキー指導の大切な要素としてもう一つ

大事なことをお話しておきます。僕は、18才で初め

てレッスンを体験しました。蔵王スキー場でした。

オーストリアスキーを習いましたが、強烈なインパ

クトとして残っていることがあります。それは、膝

がどうとか、腕がこうとか技術が云々ではありませ

ん。この時、夜に映画を見せられました。トニーザ

イラーが真っ青な空の下、真っ白な新雪に雪煙をた

てて滑っているのです。本当にきれいでした。翌朝、

蔵王に同じような新雪が積もりました。それをみん

なで滑った時に、自分はあの映画のトニーザイラー

のイメージを想いだしました。ザイラーとは、感覚

も技術も大きく違っていたと思います。でも自分は

その人になったつもりでイメージを持って滑りまし

た。滑り終えて、斜面を振り返った時に、きれいな



シュプールがありました。その時の感動は今でも覚

えています。ですから、生徒さんには、伝わるよう

なスキーのイメージあるいは、出来るようなイメー

ジを伝えることが大切と思っています。 

もう一つは山形蔵王ですから、先生に方言がある

わけです。先生が、「うだね、うだね、ひざかぶよづ

って、あぐどむづけろっ。（そうじゃない、膝をひね

って、かかとを押し出せ）」と言った（と思う）とき

に、彼らのその言葉のニュアンス、しゃべりかた、

リズムがすごく印象的でした。それは、スキー雑誌

に文章で書いてある言葉ではなく、その先生と僕と

スキーのフィーリングがマッチングする言葉なので

す。先生のイントネーション、リズムが、すごく印

象的でした。ああ、スキー指導とはこういうのなの

だと思いました。先生のフィーリングを生徒にマッ

チするように上手に伝えなければならない。また生

徒として感覚をイメージとして受けなければと、こ

れが自分の中で指導の基本になっています。 

 

スキーマテリアルの変遷 

 昨年、日本にスキーが伝来してから 100周年です。

レルヒさんが 1911年の 1月 12日に日本の軍隊の視

察を目的に来たとのことですが、日本のスキーはそ

こから始まったのです。海外はどうかというと、ノ

ルウェーのクリスチャニア（オスロ）で始まったと

云われていますが、街の近隣には平坦なところが多

かったので、歩くこと、あるいは走ることが中心で

２本のストックで雪上を移動していました。そして、

1889年ノルウェーの冒険家ナンセンが、スキーでグ

リーンランド横断をした。それで、どういうマテリ

アルで渡ったのかということで、スキーという道具

が紹介されました。それがヨーロッパの山岳地帯に

広がり、1890年代にアルペンスキーが生まれました。

この頃一番有名なのがツダルスキーです。ツダルス

キーの発明は、歩く為のスキーではなく、滑り降り

るスキーのビンディングだったわけです。山に登っ

たら降りてくる時に、踵がずれないビンディングで、

ここでできたことが、第一革命ではないかと思って

います。 

それから、ストックも大きな影響を与えたと思い

ます。ビンディングが動かないということで、スト

ックが、一本杖になった。これが技術の変遷となっ

て、シュテムターンが生まれてきたということでは

ないかなと思います。その後、二本のストックにな

って、バランスを取り、タイミングをとり、今のよ

うな滑りになってきた。その頃から競技が始まって

きました。競技はとにかく速く山を降りることを競

うダウンヒルから始まって、次に障害物を置いたり、

何かを作ったり、それをまわって降りることを競う

スラロームが導入された。そこで固いバーンに対応

するためにエッジというものが生まれてきた。革命

かどうかはわかりませんが、初めてスキーが改良さ

れた。それから、板が単板から合板になった。それ

は 1930年代頃で、ちょうどガルミッシュのオリンピ

ックの頃です。 

このあとからずっとなのですが、マテリアルの変

遷はあんまりないのです。以降、僕が体験したのは

ダウンヒルスーツです。1977年頃からダウンヒルス

ーツにプラスティック加工をして、表面をつるつる

にしたのです。僕の目の前を滑った選手がとても速

いタイムを出して、公平性と危険性そして健康面で

スキャンダルス議論になりました。あとはアルペン

スキー界で、このカービングスキーが登場するまで

は、変革といわれるようなものはなかったような気

がします。 

 

カービングスキーの登場 

 1993年にクナイスル社がエルゴというスキーを出

しました。後ろだけぐっと広がっていました。1995

年にインタースキーが日本で行われる前に、試乗会

があったときにエルゴを履いてみました。ヒュンヒ

ュンと曲がって、直進性がないと感じました。すぐ

ターンしてしまう。実は 93 年、94 年頃から、カー

ビングスキーは出始めていました。 

98年長野オリンピックの時、デボラ・コンパーニ

ョが勝ったのですが、確か彼女の板のセンター幅と

いうのは、60ミリ、トップが 97ミリぐらいで、Rが

17 メーターでした。それが一番 GS できついラディ

ウスではないかと思います。僕らが 84年にテストし

ていたとき、Rは 58メーターでした。ですから、エ



ッジをかなり立てて曲げて滑って、初めて十何メー

ターくらいでしたから、そういう面から言えば、ず

れずに切っていくというのは楽になりました。ずれ

ずに切れていくというのは、それだけ圧が雪面から、

自分に負荷として加わってくるということです。 

僕ら、かつて大学でスキーヤーにかかる力を調べ

たときに、このスキーの時代は女子選手が 2.7Gくら

い、男子選手が 3.2Gくらいかかっていたというデー

タを記憶しています。今のカービングの板だと男子

選手で 4G くらいかかる。女子選手で 3.5G。昔のレ

ーサーの女子選手は、すらっとした細身の子でも滑

れた。うまくスキーを滑らしながら。やはりそうい

うテクニックは、エレガントで、それで勝っていた

子がたくさんいるのです。今は Gがどんどん大きく

なっていくので、選手たちの体力の作り方が、すっ

かり変わってきました。絶対筋力の強さもそうです

が、筋持久力がかなり必要とされます。 

それから、2000年の FISの秋季会議で選手の怪我

が多くなってきているという話が出ました。それは

特に夏で、氷河でトレーニングしているスイスチー

ム、フランスチーム、イタリアチームで怪我人が多

く出たということでした。特に女子選手に怪我が多

いと。新しいカービングスキーで、怪我が多くなっ

てきて、これはラディウスとビンディングのプレー

トの高さが影響しているだろうと指摘されました。

ですから、ラディウスとプレートの高さも制限の対

象になりました。 

結局 2002年シーズンに、ラディウスが 17メータ

ーから 21メーターになったのですが、さらに 23メ

ーターになりました。プレートの高さも 50ミリにし

ました。当初 70以上ミリあったのです。このような

ことから、マテリアルについて議論が喧々諤々に始

まり、傷害に対するスキーの問題性がずいぶん指摘

されました。 

 

カービングスキーにおける怪我 

カービングスキーにおける怪我は「ミスカービン

グ」という言葉で説明されます。ミスカービングを

することによって、ケガが非常に多くなってきてい

る。それはいわゆる今話したように、しっかり体が

スキーに一緒に乗っていかないときとか、体が反っ

たときに体は弛緩しているのだけれどもスキーのエ

ッジが雪を噛んでしまって、転倒し怪我をするとい

うことです。 

それで、先述のとおりラディウスのルールが 23メ

ーターから、27メーターに変わりました。ところが

一方で、スキーがせっかくカービングスキーによっ

てカーブテクニックができたのに、昔みたいにスイ

ング＆グライドの技術に戻るのはどうなのか、とい

う意見もでました。するとメーカーもさるもので、

次々に新しく良いスキーを作るので、27メーターで

もやっぱり圧が噛んでしまう、全部圧を受け止め外

しにくくなる。それで、再び怪我が起りやすいとい

うデータが出されています。ということで、FISは、

さらにルールを変更して、今回のルールに至ってい

るわけです。 

僕はマテリアル委員会の委員長をしている関係で、

メーカーの連中から結構言われます。「村里それは違

うぞ。詳細に分析したデータでものを言わないと、

全部マテリアルが悪いということになってしまう」

と。「いつかはこのスキーが、市場から失くなってし

まう。ジャンプスキーみたいになっちゃうよ」と。 

補足：スキー傷害の要因は、システム（スキーのマテリアル関係）

の問題。コース，スピード、雪質の状況設定、変化。スキーヤーの

身体的状況、疲労。心理的、集中力の状況、条件。が挙げられてい

る。 

もう競技の板は、今度 2014年シーズンから GS種

目が R35になるわけです。一般の人は誰も買わない

かもしれません。そうすると市場が活性化しなくな

ります。誰もが R16前後のスキーを買うだろうと思

います。それでちょっと角をつけると、面白いくら

いに曲がる。人の感覚では、「おー上手くなった、上

手くなった、簡単だ」となります。そして、内倒し

て、スキーを体でふりふり滑っているうちに、ミス

カービングして靭帯を切ってしまう。それはマテリ

アルに頼って滑っているからです。自分の操作性、

自分の感覚で滑っていないからです。ちゃんと雪の

上に圧を与え感じて刺激感覚をもって自分で移動し

ていけば対応ができるので、それほどひどい怪我に

ならないのではないかと僕は思っています。 



スキー板の形状を使って、楽な滑走をしています

が、僕たちは平面のスケート場的スキーヤーではな

いのです。スキー場は同じ状況はまずありません。

斜面であることは間違いないけれども、斜面である

からこそ柔らかくなったり、固くなったり、溝があ

ったり、こぶがあったり、新雪だったり、湿雪だっ

たり、もう千差万別です。そうであるからこそスキ

ーは楽しいのであって、それをグルーミングされた

スキー場で全部スケート場に行ってやるだけなもの

になってきていることにたいへん危惧しています。 

スキーは、形状のみで滑るものでないと思います。

フレックス、トーションもあります。そのマテリア

ルを活かすも殺すもスキーヤー次第なのです。僕は、

生徒さんの滑りを見て「10万円の板高価ですね。で

も 3万円しか使ってないですね」と言うことがあり

ます。フレックスを使って、スキーの性能を引き出

してスキーをしたとき、「10 万円に見合った滑りに

なってきましたね」と言います。しかし、今の多く

の状況を見ていると、ラディウス以外のスキーの性

能をそこまで出していない。 

 

スキーの基本運動 

 僕の理論は、われわれ人間は、通常平面人だとい

うことです。だから元々つるりと滑っては危ないと

思っている。日常雪が降ってきたら「気を付けよう。

滑らないように。」とインプットされているわけです。

ところが、雪の斜面では「滑りなさい」と普段とは

異なる指導がされるわけです。そこから変えなけれ

ばいけないと考えています。スキーヤーは、平面族

から斜面族にならなければなりません。例えば、斜

面になるとボールがころころと転がり始めます。こ

れがスキーヤーになることだと言います。スキーヤ

ーは、斜面族ですから斜面でどういうふうに動くか

が問題になります。斜面になれば重力が推進力にな

って落ちていく。これを、どうやってコントロール

するのか。もちろんレーサーは一番速く滑らなけれ

ばいけないから、直滑降が一番早いのです。これで

はレースにならないし、楽しくない。ターン（弧）

がないと楽しくありません。それではどうやって自

在の弧を描いていくかということが大切になります。 

 そして次に大切になるのは、スキー運動する中で

のバランスだと思います。バランスは「平衡を失い

つつ、かつ保つこと」ですが、スキーの場合は、運

動の中でずっと保っていかなければならない。スキ

ーは滑っているのでバランスをとりながらフォーム

を作っていかなければならない。ある意味、パッシ

ブに作られていかなければならない。スキーとは、

そのやり取りだと思うのです。ですから斜面運動で

は、いわゆる外向傾姿勢というのは必然的に生まれ

てくるわけです。斜面運動では、斜面にあって水平

面に合わせて立っているだけでは、普段平面で立っ

ているようには圧力を得ることができません。斜面

に対して垂直にポジションを取って滑っていくこと

で圧を効率的に利用することが出来ます。 

 ターン滑走中の斜面では、ターンとターンの間（斜

滑降時）が最も緩斜面になります。そして、スキー

がフォールラインを向くときに急斜面になって、ま

た緩斜面になっていくわけです。この中で、圧が得

られるようなポジションが保たれていくようになる

ところが一番大きなポイントなのです。 

 だからレッスンでスキーヤーに言うわけです。「膝

前ね、斜面に垂直にね」と。斜面に対してもやっぱ

り垂直に立っていかなければならない。大抵フォー

ルラインを向いていくときに後傾するわけです。当

然斜面が最も急になっているわけですから。僕らス

キー教師やコーチには、この入り方が一番問題なの

です。ですからフォールラインに入るための準備、

ここを舵取りっていう人もいるし、ステアリングと

いう人もいますが、一番ポイントになると考えます。

すなわち、ターンを行なっている中での「外力に対

してポジションを作られていくようにする」という

ところがポイントなのです。そして外力からの圧が

得られれば、外向傾になり、次へのエネルギーにな

るわけで、決して内傾，内倒にはならない。したが

って、外側の足で圧を最も受けることになります。

なぜ外足かというと、最も大きな圧を受け止めるた

めの筋肉構造、さらに最もバランスがいいわけです。

逆に、内足に乗ったら一番怖いのは、股関節の大腿

が外転することが怖いわけです。これをしたらミス

カービングにつながるわけです。 



 現在の指導は、これを起こしやすい方向なので僕

は怖いと言っているのです。外側の足にしっかり乗

って、リーディングして、内足がフォローしていく

のはいい。しかし、内足で入っていったら、ターン

出来ますが、かなりリスクが高くなります。外足に

乗ることは、圧を調整出来るのです。圧を調整出来

るから、ターンの弧もいろいろ描けるし、速くも滑

れるし、ずらすこともできるのです。調整幅の広い

ポジションをとることができる人が勝つことができ

るのです。先日、ノルウェーのオーモットがここ雫

石に来てくれました。オーモットはオリンピックの

メダル８個持っています。トニーザイラーやキリー

やクランマーよりも多くつまり活躍期間が長いので

す。その彼が久しぶりに滑ってくれたのですが、フ

ォールラインでも外足から入り、必ず内足がフォロ

ーして外スキーがたわんでいって圧を受けてスキー

が加速していきます。 

 ターンの中で足が伸びきったエキセントリックな

筋の使い方は、徐々に荷重する筋の使い方より調整

幅は狭いです。ですから操作性は落ちます。今のカ

ービングスキーの指導の内足を曲げて、外足を伸ば

せといったら、操作性が落ちるし、コントロール、

調整能力がなくなってしまいます。だから僕はいけ

ないと言うのです。   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急斜面であれ、緩斜面であれ、斜面のねじれであれ、

それに調整していくにはコンセントリックな筋の使

い方もしないと調整の幅が出ない。調整幅が狭いと

ミスがでてしまう。ミスが出てしまうのは、競技の

選手にとって、負けなのです。なぜオーモットが、

強くて、早くて、上手いかといと、どんな状況でも、

基本ポジション、基本スタンスを身に付けたスキー

ヤーだったからです。 

 

スキーの技術、指導は変わったのか 

 それでは、スキーというマテリアルが変わって、

今までと何が違うのか。スキーを学ぶ生徒さんに尋

ねられたならば、「何も変わらないのだよ」と話しま

す。落下運動をいかにコントロールするのか、いか

に雪面からの圧を感じとるかということはなんら変

わらないからです。すなわち、これまで通り荷重、

角付け、回旋をいかにしてゆくのかということだと

思います。 

 しかし、あえて違いをいうならば、スキーの前後

差が少なくなって山–内スキーの操作性を高めてく

れたことだと思います。かつてフィルメイヤーやス

テンマルクなどワールドカップで活躍した選手たち

は、X脚で滑りました。X脚にするのは、山–内足の

アウトサイドエッジがひっかかるからです。だから、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



昔はちょっと腰をまえに出して山足をフラットにし

た。そうしないと山側のアウトサイドエッジが引っ

かかったからです。しかし、カービングスキーでは、

内足と外足の前後差が少なくなるポジションになり

ました。これは山足の踵と小指のラインとスキーの

アウトエッジラインにアルファの角度分だけ（図）

の差異がこれまでよりもあるからです。 

カービングスキーが、内足の操作性を高めてくれ

るのは確かなのです。スキー板の変化による、前後

差が少なくなるというポジショニングの違いが確か

にあります。しかし、安定したカービングというか

しっかりと体幹軸があるポジションでスキーをする

ことには変わりがないと思います。 

僕が皆さんにお伝えしたいことは、やっぱり基本

のことです。斜面運動の骨盤から上の姿勢、それか

ら骨盤から下の動き、すなわち回旋、角付け、荷重、

これらは変わっていないということです。昔からタ

ーンの運動要素３つといえば、回旋、角付け、荷重

と言っていますが、それも変わらない。そのような

運動をいかにするかというのは、それはやはり、骨

盤が斜面と対して平行で、徐々に圧がかかってきた

場合には内倒しながら、骨盤の角度が変わってゆき

ます。そして、骨盤の下の下肢は、いつも動けるポ

ジションにあります。だから大腿が低く曲がるとい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うことは、まずありえないポジショニングです。そ

れは、クルッケンハウザーの時代でも同じです。私

がスキー指導で大切だと思っているのは、今でも蔵

王で習った時に経験した時のような言葉のイメージ、

それから滑走のフィーリングをいかに伝えるのかだ

と思っています。それから平面から斜面運動になっ

た時の下肢の内傾、上体の外傾の基本の外向傾姿勢

だと思います。スキーのマテリアルが変わったこと

によるスキーの前後差の違い、外向の差異はあるか

もしれない。けれども、やはりスキーの運動という

のは角付けと回旋と荷重の調整力がいつも保たれ動

かせる状態に基本ポジションがなければいけないと

いうことなのです。 

最後になりますが、スキーの指導、技術は変わっ

たのかと言えば変わった。しかし、基本は変わらな

いのだから同じだということです。だから、スキー

運動の基本を理解すること、そして実践し出来るよ

うになり次が論じられることだと思います。それか

ら指導者のスキーのフィーリングを伝える言葉を大

切にしてスキーヤーとやり取りしていけば、スキー

ヤーは必ず笑顔で帰ってくれます。そして笑顔と刺

激と自信を求めてまた雪山に帰って来てくれると思

います。 

どうもご清聴ありがとうございました。 


